


水 道 事 業

下 水 道 事 業

収益的収支（水道水を供給する予算）

収益的収支（下水を処理する予算）

資本的収支（施設の整備や更新を行う予算）

資本的収支（施設の整備や更新を行う予算）

令
和
２
年
度
の
決
算

を
お
知
ら
せ
し
ま
す

安
心
・
安
全
な
水
道
水

を
安
定
し
て
供
給
す
る
た

め
、
令
和
２
年
度
は
西
新

町
浄
水
場
を
は
じ
め
、
経

年
劣
化
し
た
浄
水
場
設
備

の
更
新
工
事
、
老
朽
化
し

た
配
水
管
の
更
新
工
事
お

よ
び
緊
急
時
に
使
用
す
る

応
援
給
水
連
絡
管
の
整
備

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

応
援
給
水
連
絡
管
設
置

工
事
は
、
昨
年
か
ら
加
東

市
お
よ
び
兵
庫
県
と
協
議

を
進
め
て
き
た
も
の
で
、

災
害
や
漏
水
時
に
よ
る
断

水
を
回
避
す
る
た
め
、
今

田
町
木
津
と
加
東
市
平
木

境
に
連
絡
管
を
設
置
し
ま

し
た（
工
事
費
の
２
分
の

１
負
担
）。

今
後
も
人
口
の
減
少
が

見
込
ま
れ
、
水
道
水
の
需

要
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
が
予
測
さ
れ
ま
す
が
、

現
行
の
料
金
体
系
と
事
業

サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
た

め
、
引
き
続
き
健
全
か
つ

効
率
的
な
経
営
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

令
和
２
年
度
水
道
事
業

の
決
算
は
下
記
の
と
お
り

で
す
。

【税抜き】

【税抜き】

【税込み】

【税込み】

快
適
で
住
み
よ
い
環
境

づ
く
り
お
よ
び
公
共
用

水
域
の
水
質
保
全
の
た

め
、
下
水
処
理
施
設
に
お

い
て
耐
用
年
数
を
経
過
し

劣
化
・
故
障
し
た
機
器
の

更
新
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
農
工
団
地
関
連
の
管

路
築
造
工
事
お
よ
び
市
内

各
地
区
で
の
公
共
工
事
の

際
に
支
障
と
な
る
下
水
道

管
の
移
転
工
事
を
行
い
ま

し
た
。

そ
し
て
、
次
世
代
へ
つ

な
ぐ
持
続
可
能
な
下
水
道

事
業
の
取
り
組
み
と
し

て
、
令
和
元
年
度
に
策
定

し
た
公
共
下
水
道
施
設
長

寿
命
化
対
策
に
お
け
る
基

本
計
画
お
よ
び
令
和
２
年

度
に
策
定
し
た
農
業
集
落

排
水
施
設
長
寿
命
化
計
画

に
基
づ
き
計
画
的
に
更
新

を
行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
下
水
道
事

業
の
決
算
は
下
記
の
と
お

り
で
す
。

※１ 減価償却費…建設した施設などの取得にかかったお金を使用可能期間で少しずつ費用に計上するもの。

※２ 長期前受金戻入…施設などを建設した際に財源となった補助金などを減価償却に応じて収益に計上するもの。

※３ 補てん財源…減価償却費や積立金など。

１
お引越しのときは

開閉栓届を提出してください

　３・４月は引っ越しのシーズンです。上下水

道契約の開始や終了を明らかにしていただくた

め、開閉栓届の提出をお願いします。

　開閉栓届は水道使用の意思表示となり、特に

閉栓届の提出を忘れると基本料金がかかり続け

るだけでなく、アパートなどでは次の入居者の

開栓届の受理ができなくなってしまいますので、

ご注意ください。

申し込み場所

市役所本庁舎２階水道料金コーナー・各支所

（インターネットでも申し込み受け付け可能）

※ 開閉栓日時の３営業日前まで

にご提出ください。

２
現場での

開閉栓作業について

　開閉栓作業は平日の市役所開庁時間

に行っており、土日祝日・早朝・夜間

には対応していません。

　開栓希望日が土日祝日の場合は、希

望日の前の営業日に開栓作業を行い、

漏水事故が起こらないようメーター

ボックス内の止水栓を閉めています。

　また、閉栓希望日が土日祝日の場合

は、翌営業日に閉栓作業を行います。

３
閉栓後２カ月程度は

請求書が届きます

　上下水道料金は、使用水量が確定し

てから請求するため、後払いとなって

います。また、２カ月に１度検針し、

使用水量を半分に分け、毎月請求して

いることから、閉栓日によっては２カ

月程度後まで請求書が届きます。

※ 請求書を確実にお届けするため、閉

栓届に新住所の記載をお願いします。

４
お支払いは

便利な口座振替で

　口座振替手続きをされていないお客様には納

付書をお届けしていますが、金融機関やコンビ

ニなどへ支払いに行くか、電子決済でお支払い

いただく必要があり、手間がかかります。

　毎月、自動で引き落としされて便利な口座振

替の手続きをお願いします。

お手続き可能な金融機関

但馬銀行・丹波ささやま農協・中兵庫信用金庫・

兵庫県信用組合・三井住友銀行・みなと銀行・

ゆうちょ銀行（近畿圏内）

※ 各金融機関に口座振替の書類がありま

すので、金融機関に提出してください。

各種お手続きのご案内

当年度純利益
9，485万円

施設を維持し水道水
を配るための費用
6億7，258万

減価償却費（※1）
9億7，895万円

支出
20億2，983万円

水道料金
9億6，272万円

一般会計繰入金
5億7，668万円

長期前受金戻入
（※2）4億938万円

収入
21億2，467万円

その他
1億7，555万円

借入金利息
2億275万円

その他
1億7，589万円

借入金の返済
7億6，670万円

水道施設の整備
・更新費用
2億9，385万円

支出
10億6，055万円

収支不足分
（補てん財源）（※3）
9億5，739万円

収入
1億316万円

借入金
6，860万円

負担金等
3，456万円

当年度純利益
1億2，327万円 施設を維持し下水を

処理するための費用
6億1，376万

減価償却費（※1）
20億4，113万円

支出
32億9，902万円

下水道使用料
5億6，550万円

一般会計繰入金
19億2，980万円

長期前受金戻入
（※2）9億2，647万円

収入
34億2，229万円

その他
2億7，179万円

借入金利息
3億7，234万円

その他
52万円

下水道施設の整備
・更新費用
4億5，932万円

借入金の返済
20億3，994万円

支出
24億9，926万円

収支不足分
（補てん財源）（※3）
15億9，231万円

借入金
4億7，580万円

収入
9億695万円

一般会計繰入金
1億7，573万円

負担金等
3，087万円

国庫補助金
2億2，455万円

料金のお支払い・各種手続きは料金コーナーで　☎552-1701
株式会社ファノバ神戸営業所に事業委託しています


